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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月23日(2013.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が所定の遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　遊技者が操作可能な操作手段と、
　所定期間内における前記操作手段の操作回数をカウントするカウント手段と、
　前記所定期間の開始に伴い前記操作手段の操作を促す操作演出を実行する操作演出実行
手段と、
　前記操作回数に関連する表示情報を、前記カウント手段がカウントしている操作回数に
応じて段階的に更新する更新手段と、
　前記所定期間が終了するまでの残り期間を認識可能に報知する報知演出を実行する報知
演出実行手段と、
　前記遊技に関する特定の条件を成立させるか否かを決定する決定手段と、を備え、
　前記更新手段は、前記決定手段により特定の条件を成立させると決定されたときは、前
記表示情報を最終段階まで更新させることを可能とする一方、前記決定手段により特定の
条件を成立させないと決定されたときは、前記表示情報を最終段階まで更新させず、
　前記決定手段により特定の条件を成立させないと決定され、前記所定期間が終了する前
の特定のタイミングにおいて前記表示情報が最終段階前の特定段階まで更新されていない
ときには、当該所定期間の終了に伴い前記報知演出により前記残り期間がないことを示す
報知を行い前記操作演出実行手段による操作演出を終了させ、
　前記決定手段により特定の条件を成立させないと決定され、前記特定のタイミングより
も前に前記表示情報が前記特定段階まで更新されているときには、前記所定期間の終了前
であっても、前記報知演出により前記残り期間がないことを示す報知を行い前記操作演出
実行手段による操作演出を終了させることを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　手段１に係る遊技機は、
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　遊技者が所定の遊技を行うことが可能な遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　遊技者が操作可能な操作手段（プッシュボタン１２０）と、
　所定期間内における前記操作手段の操作回数をカウントするカウント手段（演出終了タ
イマのセット期間においてステップＳ８１２１，Ｓ８１２２の処理を実行する演出制御用
マイクロコンピュータ１００）と、
　前記所定期間の開始に伴い前記操作手段の操作を促す操作演出を実行する操作演出実行
手段（演出表示装置９に「連打せよ！」との文字及びプッシュボタン１２０を模した画像
からなる連打示唆画像１１００を表示する演出制御用マイクロコンピュータ１００）と、
　前記操作回数に関連する表示情報（ゲージ画像１０００の表示）を、前記カウント手段
がカウントしている操作回数（連打カウンタ値）に応じて段階的に更新する更新手段（ス
テップＳ８１２３の処理を実行する演出制御用マイクロコンピュータ１００）と、
　前記所定期間が終了するまでの残り期間を認識可能に報知する（タイムアウトの２秒前
又は連打カウンタ値が閾値に達したタイミングで「残り×秒」を演出表示装置９に表示す
る）報知演出を実行する報知演出実行手段（ステップＳ８１２７，Ｓ８１２８又はステッ
プＳ８１５１，Ｓ８１５２の処理を実行する演出制御用マイクロコンピュータ１００）と
、
　前記遊技に関する特定の条件を成立させるか否かを決定する決定手段（ステップＳ６１
の大当り判定処理を実行する遊技制御用マイクロコンピュータ５６０）と、を備え、
　前記更新手段は、前記決定手段により特定の条件を成立させると決定されたときは、前
記表示情報を最終段階まで更新させることを可能とする（大当りを示す変動パターンコマ
ンドを受信したことに基づいて、ステップＳ６５００～Ｓ６５０２でゲージ画像１０００
の表示を１００％まで更新可能な大当り時連打予告演出Ａの実行を決定する）一方、前記
決定手段により特定の条件を成立させないと決定されたときは、前記表示情報を最終段階
まで更新させず（はずれ示す変動パターンコマンドを受信したことに基づいて、ステップ
Ｓ６５００～Ｓ６５０２でゲージ画像１０００の表示を８０％までしか更新することがで
きないはずれ時連打予告演出Ａの実行を決定する）、
　前記決定手段により特定の条件を成立させないと決定され、前記所定期間が終了する前
の特定のタイミング（演出終了タイマのタイムアウト２秒前）において前記表示情報が最
終段階前の特定段階（ゲージ表示が８０％）まで更新されていないときには、当該所定期
間の終了に伴い前記報知演出により前記残り期間がないことを示す報知を行い前記操作演
出実行手段による操作演出を終了させ（ステップＳ８１１６でＹＥＳと判定されたことに
伴いステップＳ８１１９Ａ，Ｓ８１１９Ｂの処理を実行し）、
　前記決定手段により特定の条件を成立させないと決定され、前記特定のタイミングより
も前に前記表示情報が前記特定段階まで更新されているときには、前記所定期間の終了前
であっても、前記報知演出により前記残り期間がないことを示す報知を行い前記操作演出
実行手段による操作演出を終了させる（ステップＳ８１３１でＹＥＳと判定されたことに
伴いステップＳ８１３２を実行して連打示唆画像１１００を非表示とする）ことを特徴と
する。
　この遊技機によれば、特定のタイミングよりも前に表示情報が特定段階まで更新されて
いる場合には、所定期間の終了前に操作演出が終了するため、遊技者に無駄な操作を行わ
せる期間を短縮することができる。これにより遊技者の操作意欲を減退させず、興趣の低
下を防止することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　手段３に係る遊技機は、
　手段２に記載した遊技機であって、
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　前記決定手段により特定の条件を成立させると決定され、前記特定のタイミングよりも
前に前記表示情報が前記特定段階まで更新されているときにも、前記所定期間の終了前に
前記報知演出により前記残り期間がないことを示す報知を行い前記操作演出実行手段によ
る操作演出を終了させ（ステップＳ８１３１でＹＥＳと判定されたことに伴いステップＳ
８１３２を実行して連打示唆画像１１００を非表示とし）、
　当該操作演出の終了後に前記所定の演出（逆転演出の前半部分であるＤ４５の演出）を
実行した後、前記特定の条件が成立する旨を報知する（逆転演出の後半部分であるＤ４６
演出）ことを特徴とする。
　この遊技機によれば、遊技者は所定の演出が実行されただけでは特定の条件が成立する
か否かを把握することができないため、所定の演出が実行された場合に遊技者が直ちに落
胆することを防止し、その後の報知の有無に対して興味を抱かせるようにすることができ
る。また、操作演出が終了した後の時間を有効に利用して演出を実行し、興趣を向上させ
ることができる。
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